
１３』13-22 頁（保険毎日新聞社、2013 年）

４７ 「保険契約における未成年者の同意に関する問題再考 ― 未成年者を被保

険者とする死亡保険を中心として」『企業法の現在（青竹正一先生古希記念）』

597-620 頁（信山社、2014 年）

４８ 「乗客がタクシー降車後に１歩か２歩程度歩いた際の受傷と人身傷害補償

条項にいう「自動車の運行に起因する事故」の該当性」東海法学 48 号 1-9 頁

（東海大学法学部、2014 年）

４９ 「保険代位に基づく損害賠償請求権の消滅時効の起算点 ― 人身傷害補償

保険の場合」ジュリスト 1467 号 86-89 頁（有斐閣、2014 年）

５０ 「白地手形と除権判決」別冊ジュリスト 222 号手形小切手法判例百選第七

版 164-165 頁（有斐閣、2014 年）

５１ 「交通事故と医療過誤が競合した場合、被害者の代理人である弁護士（被

告）がすでに医療過誤による解決金を示談により受領しながら、この事実を加

害者に説明しないまま、加害者側の保険会社（原告）から訴訟上の和解に基づ

き損害賠償金の二重支払いを受けたことにつき、原告の損害賠償の請求が認容

された事例」『保険判例の研究と動向２０１４』52-61 頁（文眞堂、2014 年）

５２ 「集中豪雨における自動車運転者の搭乗者に対する責任 － 自賠法３条お

よび不可抗力の判断について」ジュリスト 1483 号 100-103 頁（有斐閣、2015
年）

５３ 「生保型傷害保険における高齢者対応 － 入浴中の急死事故および誤嚥事

故の外来性をめぐる問題について」東海法学 51 号 1-29 頁（東海大学法学部、

2016 年）

５４ 「降車時の受傷と搭乗者傷害特約における運行起因性の有無（最二小判平

成 28・3・4）」ジュリスト臨時増刊 平成 28 年度重要判例解説 1505 号 126-127
頁（有斐閣、2017 年）

５５ 「入浴中の急死と疾病免責」ジュリスト 1509 号 103-106 頁（有斐閣、

2017 年）

５６ 「高価品の意味」別冊ジュリスト「商法判例百選」243 号 152-153 頁（有

斐閣、2019 年）

1 

北村隆憲教授  略歴と業績 

[職歴] 

1991年 4月 - 東海大学, 法学部, 講師 

1994年 4月 - 東海大学, 法学部, 助教授 

2002年 4月 - 東海大学, 法学部, 教授 

2023年 3月 - 東海大学定年退職 

2023年 4月 - （現在に至る）東海大学, 客員教授 

[専門分野] 

法社会学 

[書籍] 

北村隆憲（監訳）（2025）『法のエスノメソドロジー―「生ける秩序」の法社会学』 

新曜社. 

北村隆憲（森本郁代・小宮友根・三島聡・サトウ タツヤ・國井恒志との共著）

（2023）『裁判員裁判の評議を解剖する―ブラック・ボックスを開く会

話分析』 日本評論社. 

北村隆憲（樫田美雄・米田憲市・岡田光弘・曽場尾雅宏との共著）（2023）『法実

践 (リーガル・コミュニケーション) の解剖学―ビデオ・エスノグラフィ

ーから臨床法学へ』 晃洋書房. 

北村隆憲・深谷安子（2018）『看護におけるコミュニケーション・パラダイムの転換

―ケアとしてのコミュニケーション』 関東学院大学出版会. 

北村隆憲・深谷安子（監訳）（2010）『患者参加の質的研究―会話分析からみた

医療現場のコミュニケーション』 医学書院. 

北村隆憲（訳）（2007）『法廷における“現実”の構築―物語としての裁判』 日本

評論社. 

Kitamura, Takanori et Wanda Capeller（1998）Une introduction aux cultures 

juridiques non occidentales: autour de Masaji Chiba, Bruylant. （『非

西欧社会の法文化』）（仏語）. 

[論文等] 

北村隆憲（樫田美雄と共著）（2024）認知症の社会学・序―95歳認知症女性は，

どのようにして季節見当識を示したのか 現象と秩序（21）119-129. 

5



2 

北村隆憲（2024）エスノメソドロジー・会話分析と「生ける秩序」の法社会学（監訳

者解説）（北村隆憲監訳）『法のエスノメソドロジー―「生ける秩序」の

法社会学』（監訳者解説）新曜社. 

北村隆憲（2024）「エスノメソドロジー・会話分析」による「質的探究」―緊急通報

における「法」の達成 （和田仁孝・高橋裕・山田恵子編）『質的探究 

法社会学』 北大路書房. 

北村隆憲（2024）「法の現場」とその「記述」をめぐって 法社会学 (90) 54-58. 

北村隆憲・深谷安子・岡部明子・川口港・小山幸代（2024）要介護高齢者のケア

としての日常会話（生活世界コミュニケーション）に関連する要因の

検討―基本的属性と社会関係要因に焦点をあてて 老年社会科学 

45(4) 315-326. 

北村隆憲（2023）法実践の IT化と（法）社会学研究 裁判 IT化科研ニュースレ

ター（2023年夏創刊号）(1) 2-2 2023年 9月 30日. 
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北村隆憲・北村弥生（共訳）（2010）チャールズ・グッドウィン著 プロフェッショナ

ル・ヴィジョン―専門職に宿るものの見方 共立女子大学文芸学部紀

要 (56) 35-80. 
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るワークとトーク』より(2) 東海法学 (43) 126-91. 

北村隆憲・橋本聡（共訳）（2010）アンジェラ・ガルシア著 口論なしの紛争解決―
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法学 (44) 82-33. 

北村隆憲・内山安夫（共訳）（2009）マックス・トラバース著 "生ける法(Law in 

Action)"―エスノメソドロジーの視点から 東海法学 (41) 252-223. 
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けるワークとトーク』より(1) 東海法学 (42) 122-91. 

北村隆憲・橋本聡（共訳）（2001）デイヴィッド・エンゲル著 損害とアイデンティテ

ィー―3つの文化における傷ついた自己 東海法学 (26) 237-266. 

北村隆憲・橋本聡（共訳）（2000）日常生活のドメインにおける法（上）―コミュニ

ティーと差異の構築 東海法学 (24) 221-254. 

 

書評

北村隆憲（2017） （書評）林田清明著 『《法と文学》の法理論』 法社会学 (83) 

234-239. 

北村隆憲（1997） （書評）Carol J. Greenhouse, Barbara Yngvesson, and David 

M. Engel Law and Community in Three American Towns 法社会学 
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[講演・学会報告・口頭発表等] 

北村隆憲（2024）対話促進型調停の相互行為分析―Facilitative Mediatimはい

かに達成されるか 法と言語学会年次大会 12月７日. 

Kitamura, Takanori (2024) Exploring Interactional Features of Deliberation in 

Japan's Lay-Judge System: Formulations as Facilitating Practices.

（裁判員評議の相互行為上の特徴を探究する―ファシリテーション

実践としての定式化） RCSL（国際法社会学会）September 4, 

Bangor University, North Wales, UK. 

Kitamura, Takanori (2024) Formulating as Facilitating Practices: Some 

Interactional Features of the Jury Deliberation in the Lay-Judge 

System in Japan（ファシリテーションとしての「定式化」―裁判員制度

の評議の相互行為的特徴） IIEMCA（国際エスノメソドロジー・会話

分析学会）June 26, Sogang University, Seoul, Korea. 

北村隆憲 (2024) オンライン法実践と相互行為分析―e法廷の分析に向けて 

裁判 IT化研究会 共立女子大学 2月 19日. 

北村隆憲 (2023) メディエーション技法スキルアップ講座（ピア・ミディエーション

養成講座） ピアメディエーション学会 オンライン 10月 28日. 

北村隆憲 (2023) 裁判員評議のコミュニケーションを分析する： 会話分析から

何がわかるか？ 法理論研究会定例会（北海道大学） 10月 14日. 

Kitamura, Takanori (2023) Development of a New Training Method for 

Mediators Using Conversation Analysis: Interaction-Analytic 

Method for Practitioners (iAMP)（会話分析を用いた訓練手法の開

発）RCSL Conference, Lund University, Sweden August 30. 

北村隆憲 (2023) 「法の現場」とその「記述」をめぐって（ディスカッサント・コメン

ト） 日本法社会学会学術大会 全体シンポジウム 「法の理論と法の

現場」 5月 14日. 

北村隆憲 (2023) 対話型調停と会話分析―紛争解決のコミュニケーションを可

視化する 愛知県司法書士会 会員研修会（愛知県司法書士会館） 

2月 11日. 

北村隆憲 (2022) 法実践の新たな教育手法の開発―ビデオ映像と相互行為分

析を用いた試み 法社会学会（個別報告） 5月 21日. 

北村隆憲 (2022) 調停を「コミュニケーション」として探求する（Part3）：相互行為

分析に基づく新たな法実践の教授法の開発 ピアメディエーション

研究会 2月 18日. 
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北村隆憲 (2022) 調停を「コミュニケーション」として探求する(Part2)：相互行為分

析のアプローチから ピアメディエーション学会研究会 1月 14日. 

北村隆憲 (2021) 交渉を「コミュニケーション」として探究する―相互行為分析の

交渉学への寄与 「第 34回日本交渉学会全国大会」基調講演 11

月 20日. 

北村隆憲 (2021) 調停を「コミュニケーション」として探求する(Part1)：相互行為

分析のアプローチから ピアメディエーション学会研究会 11月 12

日. 

北村隆憲 (2021) コミュニケーションとして調停を学ぶ 第 10回ピアメディエー

タ養成講座 10月 30日. 

北村隆憲 (2021) 評議における「定式化」とその意義―ファシリテーションの一

形式として 第 22回法と心理学会シンポジウム 「評議のリアリティを

探求する―裁判員裁判への会話分析と文化心理学からのアプロー

チ」 10月 24日. 

北村隆憲 (2021) 評議における共通理解の達成と技法 日本法社会学会学術

大会 5月 23日. 

北村隆憲 (2020) 裁判員評議における相互理解の秩序と裁判官の相互行為役

割 科学研究費公開研究会 9月. 

北村隆憲 (2020) 「相互行為における権利と自由」：ディスカッサント・コメント 

日本法社会学会学術大会ミニシンポジウム 8月. 

北村隆憲 (2019) 紛争解決のコミュニケーションを可視化する―交渉、相談、調

停、法利用 鹿児島大学司法政策研究センター ロイヤリング実践セ

ミナー 8月 30日. 

北村隆憲 (2019) 法的コミュニケーション分析の最前線―裁判員評議の「ブラッ

クボックス」を可視化する 第二東京弁護士会仲裁センター運営委

員主催弁護士研修 6月 10日. 

北村隆憲 (2019) 対話型調停における「理論」と「実践」―「専門家知識」と「定

式化」の機能 日本法社会学会学術大会 5月 12日. 

北村隆憲 (2019) 評議における実践的推論の諸形式―裁判員による物語的理

解と評議スタイル 日本法社会学会学術大会 5月 11日. 

北村隆憲 (2019) 評議コミュニケーションの法言語学への相互行為論からの寄

与―「法の計量言語学」と「法の相互行為分析」 法と言語学会 4

月 21日. 

北村隆憲 (2018) チャールズ・グッドウィンと「法」―「プロフェッショナル・ヴィジョ

ン」の法社会学 日本エスノメソドロジー・会話分析研究会 10月 28

日. 
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北村隆憲 (2018) 裁判員は「常識」を使ってどのように議論をするのか―実践的

推論の構造 法と心理学会 第 19回学術大会 10月 7日. 

北村隆憲 (2018) 法律相談の相互行為分析と実践への示唆 日本法社会学会

学術大会 5月 28日. 

北村隆憲 (2018) 対話的法実践の質的研究―調停と評議の相互行為分析 日

本法社会学会 5月 27日. 

Kitamura, Takanori (2017) Dilemma of Advice and Mediators’ Practices of 

implicit Advice-Giving: An Interaction Analysis（調停における助言

のジレンマ）Asian Law and Society Conference, December 16, 

National Chiao Tung University, Taiwan. 

北村隆憲 (2017) 対話型調停における「助言のジレンマ」と「エンパワーメント」

―ミディエーションの相互行為分析 日本社会学会大会 11月. 

北村隆憲 (2017) 斡旋・調停「振り返り」の試行的分析 第 2東京弁護士会仲裁

センター 2月. 

Kitamura, Takanori (2016) How Professional Judges Instruct Lay-Judges to 

Establish‘Facts’ Law and Society Association Annual Meeting, 

June 4, New Orleans, U. S. 

Kitamura, Takanori (2016) How Professional Judges Demonstrate‘Facts’ 

During Mixed Jury Deliberation: A Multi-Modal Analysis of the 

Embodied Actions of Professional Judges in the Saiban-in Court  

Asian Law and Society Conference, September 24, National 

University of Singapore. 

北村隆憲 (2015) ミディエーションの相互行為分析 桐蔭横浜大学ミディエーシ

ョン交渉研究所公開研究会 桐蔭横浜大学 3月. 

北村隆憲 (2014) 評議における裁判官の発話の位置とデザイン 法社会学会ミ

ニシンポジウム 5月. 

北村隆憲 (2014) エスノメソドロジー研究で何が分析できるか―会話分析による

データ分析を通じて 老年看護学分野における講演会 北里大学 

2月. 

Kitamura, Takanori (2013) Statistical Analysis of Relationship between 

Caregivers Type II Speech and Elderly Utterances in Geriatric 

Facilities in Japan Lisbon International Nursing Conference, 

September. 

Kitamura, Takanori (2013) The Use of Next Positions by Professional Judges as 

an Interactional Resource: A Video Analysis of a Mock Deliberation 

Under Lay Judge System in Japan IIEMCA Conference, August 8. 
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Caregivers Type II Speech and Elderly Utterances in Geriatric 

Facilities in Japan Lisbon International Nursing Conference, 
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Kitamura, Takanori (2013) The Use of Next Positions by Professional Judges as 

an Interactional Resource: A Video Analysis of a Mock Deliberation 

Under Lay Judge System in Japan IIEMCA Conference, August 8. 
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Wilfrid Laurier University, Canada. 

北村隆憲 (2013) 法学臨床教育におけるビデオデータの即時分析－弁護士の

アドバイスへの依頼者の拒否と抵抗 臨床法学教育学会第 6回大

会 4月. 

Kitamura, Takanori (2013) A Micro-Analysis of a Mock Deliberation Under the 

Lay Judge System in Japan: The Use of “Next” Positions by 

Professional Judges as an Interactional Resource East Asian Law 

and Society Conference, March. 

北村隆憲 (2013) 相互行為における『法的アクセス』―会話分析から見た法的

ディスコース 司法アクセス学会大会 2月. 

北村隆憲 (2013) セミナー：ビデオ・エスノグラフィーの初歩（質的心理学研究法

セミナー） 質的心理学会主催 1月 26日. 

北村隆憲 (2012) 相互行為上の資源としての「次の」発話位置における裁判官

の発言―模擬評議場面のミクロ分析 法と言語学会学術大会 12月. 

北村隆憲 (2012) 航空管制研修におけるレーダー画面の機能に関する研究 

日本社会学会 11月. 

北村隆憲 (2012) 法科大学院教育における反対尋問のビデオ分析―「はい/い

いえ」を超える返答によるトラブルとその帰結 日本社会学会 11月. 

Kitamura, Takanori (2012) An Interactional Analysis of Legal Consultations 

Between Lawyers and Clients in Japan International Conference on 

Law and Society, May 16. 

北村隆憲 (2012) 誘導尋問に対する証人の「はい/いいえ」を超える返答の帰結

－法的尋問のミクロ分析 臨床法学教育学会 4月. 

北村隆憲 (2012) 法専門職の相互行為知識と評議における知識系・アイデンテ

ィティ―ビデオデータによる反対尋問と陪審評議の分析を素材に 

日本エスノメソドロジー・会話分析研究学会春の大会 3月. 

北村隆憲 (2012) 裁判、陪審、紛争解決―Talk in Action 制度的場面における

エスノメソドロジー・会話分析研究会 3月. 

北村隆憲 (2011) Change in Speaking Time of Elderly People Who Require 

Facility Care When Social Communication From Staff is Increased 

USM International Nursing Conference 6月. 

北村隆憲 (2011) 制度的コンサルテーションの相互行為分析―法律相談と医

療面接 日本法社会学会学術大会ミニシンポジウム「法のエスノメソ

ドロジー研究の新展開」 5月. 

北村隆憲 (2010) 介護認定調査のビデオ・エスノグラフィー 保健医療社会学

会学術大会、ラウンドテーブル「ビデオ・エスノグラフィーの可能性―
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ビデオを用いたコミュニケーション分析の可能性を探る」 5月. 

北村隆憲 (2009) 分析と実践とのダイナミクスの可能性 第五回保健医療社会

学会大会 5月. 

北村隆憲 (2009) 分析と実践とを結ぶ質的研究に向けて―ビデオ・エスノグラフ

ィーによる介護認定過程の研究 日本保健医療社会学会大会 5月. 

北村隆憲 (2008) システム事故のエスノメソドロジー 平成 20年度 TFOS（航空

運航システム研究会）年次シンポジウム : パネルディスカッション

「社会安全のあり方 Part2」 12月. 

北村隆憲 (2008) 要介護度決定過程の質的研究―その趣旨と概要 日本保健

医療社会学会 5月. 

北村隆憲 (2008) 介護保険認定調査場面のダイナミズム―会話の特徴による

確認 日本保健医療社会学会 5月. 

北村隆憲 (2008) 介護認定調査活動における参与枠組みの諸形式 日本保健

医療社会学会 5月. 

Kitamura, Takanori (2007) Variations in Staff Talk-Time and Resident Talk-

Time in Nursing-Care Facilities Type, and the Factors Affecting 
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